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くりはらし

主 な 内 容主 な 内 容主 な 内 容 地
域
農
業
の
６
次
化
を
推
進

　

一
迫
金
田 

白
鳥
正
文
さ
ん
一
家

　

有
限
会
社
川
口
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

の
代
表
取
締
役
社
長
正
文
さ
ん
、
由
美

さ
ん
夫
妻
、
後
継
者
の
太
朗
さ
ん
、
舞

さ
ん
夫
妻
、
孫
の
楓ふ

う
だ
い大
ち
ゃ
ん
、
清せ

い

大た

ち
ゃ
ん
、
桃も

萌も

ち
ゃ
ん
、
豪た

け

流る

ち
ゃ
ん
、

父
親
の
豊
さ
ん
の
４
世
代
９
人
家
族
で

す
。

　

平
成
13
年
に
法
人
化
し
、
金
田
地
区

１
２
１
名
と
水
田
賃
貸
借
契
約
を
結
び

64
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
耕
作
、
米
販
売
、
米

粉
パ
ン
製
造
・
Ｆ
Ｃ
事
業
、花
生
産
（
ス

プ
レ
ー
菊
・
ス
ト
ッ
ク
）
を
経
営
。

　

役
員
２
名
、
従
業
員
15
名
で
、
地
域

農
業
の
６
次
化
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
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と
な
る
恐
れ
も
あ
り
、
周
辺
の
耕
作

者
に
迷
惑
を
か
け
る
だ
け
で
な
く
、

景
観
や
生
活
環
境
の
悪
化
に
も
つ
な

が
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

今
後
、
こ
の
よ
う
な
管
理
指
導
が

必
要
な
農
地
の
所
有
者
や
耕
作
者
に

対
し
て
、
口
頭
や
文
書
に
よ
る
指
導

を
実
施
す
る
ほ
か
、
復
元
の
助
言
や

賃
貸
等
の
あ
っ
せ
ん
な
ど
適
正
な
管

理
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

　

遊
休
農
地
の
実
態
把
握
と
発
生
防

止
・
解
消
指
導
や
農
地
の
違
反
転
用

発
生
防
止
等
の
た
め
、
農
業
委
員
と

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
事
前

調
査
を
も
と
に
、
市
内
各
地
区
の
農

地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た
。

調
査
の
結
果
、
背
丈
の
高
い
雑
草
や
、

雑
木
も
発
生
し
て
い
る
農
地
も
見
受

け
ら
れ
ま
し
た
。

　

荒
れ
て
い
る
農
地
は
、
病
害
虫
の

発
生
原
因
や
、
有
害
鳥
獣
の
隠
れ
家
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

謹
ん
で
初
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
の
業
務
推
進
な
ら
び
に
農
業
振
興
に
、
格
別
な
る
ご
支
援
ご
協

力
を
賜
り
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
の
農
業
情
勢
を
振
り
返
れ
ば
、
平
成
30
年
７
月
豪
雨
や
台
風
21

号
、
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
な
ど
大
き
な
災
害
が
あ
り
、
被
災
地
に
お
い
て
は

水
田
へ
の
土
砂
流
入
や
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
倒
壊
な
ど
、
農
業
被
害
も
多
数
見

受
け
ら
れ
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た
皆
様
の
一
日
も
早
い
復
興
を
心
か
ら
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。

　

栗
原
市
農
業
委
員
会
は
、
改
正
後
任
期
半
ば
に
な
り
、
農
業
委
員
・
農
地
利

用
最
適
化
推
進
委
員
の
体
制
、
活
動
が
定
着
し
農
業
委
員
会
が
行
う
「
農
地
所

有
者
、
耕
作
者
の
農
地
等
の
意
向
把
握
調
査
」
と
そ
れ
を
踏
ま
え
た
「
地
域
の

話
し
合
い
活
動
」
に
積
極
的
に
参
加
支
援
し
て
行
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

農
業
に
携
わ
る
皆
さ
ん
が
、
誇
り
と
自
信
、
そ
し
て
希
望
を
も
っ
て
地
域
農

業
に
取
り
組
め
る
よ
う
、
関
係
機
関
並
び
に
団
体
と
農
業
委
員
会
が
一
丸
と

な
っ
て
「
農
地
利
用
の
最
適
化
」
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
年
を
迎
え
、
市
民
、
農
家
各
位
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

か
け
が
え
の
な
い
農
地
を
守
る
取
組
み

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル（
利
用
状
況
調
査
）の
実
施

　
　
　

11
月
５
日（
月
）〜
９
日（
金
）／
栗
原
市
内

▲農地パトロールの様子

第
１
区

第
２
区

第
３
区

栗
原
市
農
業
委
員
会

　
　

 

会 

長　

鈴す
ず　

木き　

康や
す　

則の
り

新
年
の
ご
挨
拶

農業者年金に加入しましょう ! 農業者年金は農業者の方なら広く加入できる年金です。
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平
成
30
年
８
月
25
日
（
土
）、
快
晴
に

　
　
　
　

恵
ま
れ
『
ぎ
ゅ
ぎ
ゅ
っ
と
栗
原
』
を
メ
イ

　
　
　
　

ン
テ
ー
マ
と
し
た
市
民
ま
つ
り
が
開
催
さ

　
　
　
　

れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

今
年
の
夏
は
猛
暑
で
、
当
日
も
あ
ま
り

　
　
　
　

の
暑
さ
に
、
と
に
か
く
大
変
で
し
た
。

　

農
業
委
員
会
の
ブ
ー
ス
で
は
、
農
業
者
年
金
の
普

及
推
進
と
栗
原
の
特
産
の
一
つ
で
あ
る
ズ
ッ
キ
ー
ニ

の
消
費
拡
大
を
ね
ら
っ
た
、
ス
ー
プ
、
パ
ン
ケ
ー
キ
、

蒸
し
パ
ン
を
と
こ
ろ
狭
し
と
並
べ
て
Ｐ
Ｒ
に
奮
闘
し

ま
し
た
。
前
日
か
ら
、
女
性
委
員
み
ん
な
で
準
備
を

し
た
甲
斐
が
あ
り
、
試
食
さ
れ
た
方
々
か
ら
は
「
簡

単
で
手
軽
に
作
れ

る
し
、
と
て
も
お

い
し
い
。」
と
大

好
評
で
し
た
。

　

農
業
委
員
会
会

長
は
じ
め
男
性
委

員
の
応
援
も
あ
り
、

平
成
最
後
の
市
民

ま
つ
り
に
華
を
添

え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
荒

廃
農
地
の
復
元
作
業
を
モ
デ
ル
的
に
行
う
「
耕
作

放
棄
地
復
元
モ
デ
ル
事
業
」
を
、
市
内
３
ヶ
所
に

分
か
れ
実
施
し
ま
し
た
。
各
委
員
は
、
フ
レ
ー
ル

モ
ア
や
草
刈
機
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
な
ど
を
持
ち
寄

り
、
合
わ
せ
て
約
64
ア
ー
ル
の
荒
廃
農
地
に
お
い

て
、
生
い
茂
っ
た
カ
ヤ
や
雑
草
、
柳
な
ど
の
除
去

に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

き
れ
い
に
よ
み
が
え
っ
た
農
地
は
、
地
域
の
担

い
手
へ
貸
し
出
し
、
春

か
ら
作
付
け
さ
れ
る
予

定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
第
１
区
（
高
清
水
・
瀬
峰
・
築
館
・
一

迫
）
は
、
11
月
19
日
（
月
）、
高
清
水
新
神
明
地

区
で
荒
廃
状
態
で
あ
っ
た
畑
の
復
元
（
面
積
25
ア

ー
ル
）
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

フ
レ
ー
ル
モ
ア
、
ス
ラ
イ
ド
モ
ア
、
草
刈
機
を

委
員
各
自
が
持
ち
寄
り
、
総
出
で
の
作
業
で
美
し

い
畑
に
よ
み
が
え
り
ま
し
た
。

　

復
元
さ
れ
た
畑
は
、
道
路
に
面
し
て
お
り
、
景

観
に
も
一
役
か
っ
て
お
り
、
作
業
し
た
委
員
に
も

笑
顔
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
解
消
さ
れ
た
農
地
は
、

新
た
な
農
産
物
が
作
付
け
さ
れ
る
予
定
に
な
っ
て

お
り
、
こ
の
事
業
が
耕
作
放
棄
地
解
消
の
一
役
と

な
れ
ば
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　

作
業
終
了
後
、
こ
れ

か
ら
も
ま
す
ま
す
農
業

委
員
・
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
と
協
力
を

深
め
、
耕
作
放
棄
地
が

栗
原
か
ら
な
く
な
る
様

努
力
し
て
い
こ
う
と
誓

い
合
い
ま
し
た
。
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耕
作
放
棄
地
復
元
モ
デ
ル
事
業

 
荒
廃
農
地
の
解
消
に
向
け
て

　
　
　

11
月
12
日（
月
）〜
19
日（
月
）／
栗
原
市
内

農
業
委
員

  

及  

川  

正  

一

▲市民まつりの様子
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

  　
佐  

藤  

み  

き

平成最後の市民まつり

復元作業のようす
◀︎
荒
廃
農
地
の
復
元
作
業

　

に
と
り
か
か
り
ま
す
。

▶︎
フ
レ
ー
ル
モ
ア
、
ス
ラ
イ

　

ド
モ
ア
で
整
地
を
し
て
い

　

き
ま
す
。

みんなで、読もう ! 　全国農業新聞 発行日　毎週金曜日　購読料／１ヶ月700円（送料込）
お申し込みは・お問い合わせは、栗原市農業委員会事務局まで　☎（４２）１２３９

▶︎
耕
起
を
し
、
美
し
い
畑
に

　

よ
み
が
え
り
ま
し
た
。
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県
内
す
べ
て
の
農
業
委
員
会
が
新
体
制
と
い
う
こ

と
で
、
多
く
の
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
農
業
委
員
会
を
巡
る
情
勢
と
農
地

利
用
最
適
化
の
推
進
の
取
り
組
み
、
農
地
パ
ト
ロ
ー

ル
、
農
地
利
用
意
向
調
査
の
活
動
に
つ
い
て
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
農
業
振
興
公
社
か
ら
農
地
中

間
管
理
機
構
の
重
点
取
組
方
針
、
農
業
委
員
会
と
の

連
携
、
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
紹
介
と
大
河
原

地
方
振
興
事
務
所
か
ら
は
柴
田
町
葉
坂
地
区
の
農
地

集
積
事
例
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
登
米

市
の
門
脇
推
進
委
員
か
ら
は
農
地
利
用
最
適
化
の
推

進
と
取
り
組
み
の
課
題
に
つ
い
て
活
動
報
告
が
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
し
た
。

　

研
修
に
参
加
し
、

地
域
の
農
地
を
守

り
活
か
す
活
動
を

確
認
す
る
と
と
も

に
、
農
地
利
用
の

最
適
化
の
推
進
に

向
け
て
の
活
動
強

化
が
重
要
で
あ
る

と
認
識
し
ま
し
た
。

 
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
研
修
会

　
　
　

８
月
31
日（
金
）／
石
巻
市
遊
楽
館

農
業
委
員

　

  

大  

黒  

昭  

夫

　
「
女
性
が
活
躍
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
目
指
し

て
」
を
テ
ー
マ
に
、
県
北
の
女
性
農
業
者
・
農
業
委

員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
ら
約
50
名
が
参
加

し
、
男
女
共
同
参
画
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
の
情

報
を
提
供
い
た
だ
き
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

蔵
王
町
で
水
稲
と
施
設
園
芸
を
営
む
関
口
英
樹
さ

ん
は
、
家
族
経
営
協
定
を
締
結
し
て
い
ま
す
。
農
家

特
有
の
公
私
入
り
混
じ
っ
た
生
活
に
家
族
全
員
で
の

共
通
認
識
が
持
て
た
こ
と
、
文
章
化
す
る
こ
と
で
家

族
の
役
割
が
明
確
に
な
っ
た
と
し
て
協
定
締
結
の
ポ

イ
ン
ト
や
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

石
巻
市
の
西
條
由
美
恵
さ
ん
は
、施
設
園
芸（
ガ
ー

ベ
ラ
）
と
水
稲
を
営
み
、
ガ
ー
ベ
ラ
栽
培
を
通
し
て

人
と
繋
が
る
こ
と
の
楽
し
さ
、
大
切
さ
を
知
り
ま
し

た
。
多
く
の
人
に
花
の
あ
る
暮
ら
し
の
良
さ
、
豊
か

さ
を
知
っ
て
ほ
し
い
と
、
花

育
教
室
な
ど
に
も
取
り
組
ま

れ
て
い
ま
す
。
女
性
の
農
業

経
営
参
画
に
は
、
家
族
や
地

域
で
の
意
識
の
共
有
が
必
要

で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
活
発
な
意
見
交

換
が
行
わ
れ
、
大
変
充
実
し

た
懇
談
会
で
し
た
。

 

女
性
の
社
会
参
画
に
関
す
る
懇
談
会

　
　
　

11
月
６
日（
火
）／
大
崎
市
図
書
館

農
業
委
員

　

  

佐  

竹  

き
み
子

　

県
内
す
べ
て
の
農
業
委
員
会
が
農
業
委
員
会
法
改

正
の
新
制
度
に
移
行
し
て
か
ら
始
め
て
の
大
会
と
し

て
、
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
一

堂
に
会
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

基
調
講
演
で
は
農
業
経
営
学
が
専
門
の
秋
田
県
立

大
学
准
教
授
、
中
村
勝
則
氏
に
よ
る
「
農
地
利
用
最

適
化
と
地
域
農
業
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
農
地
利
用

集
積
の
先
進
事
例
と
し
て
秋
田
県
内
の
農
業
法
人
を

参
考
と
し
な
が
ら
、
農
地
利
用
最
適
化
を
進
め
る
た

め
の
農
業
委
員
会
の
役
割
に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

議
事
に
お
い
て
は
、
農
地
利
用
の
最
適
化
の
取
組

み
を
強
化
す
る
た
め
の
要
請
決
議
、「
新
・
農
地
を

活
か
し
、
担
い
手
を
応
援
す
る
全
国
運
動
」
の
さ
ら

な
る
推
進
に
関
す
る
申

し
合
わ
せ
決
議
、
農
業

者
年
金
加
入
推
進
活
動

の
強
化
に
関
す
る
申
し

合
わ
せ
決
議
、
情
報
提

供
活
動
の
強
化
に
関
す

る
申
し
合
わ
せ
決
議
の

４
議
案
に
つ
い
て
満
場

一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

 

第
３
回
宮
城
県
農
業
委
員
会
大
会

　
　
　

11
月
21
日（
水
）／
名
取
市
文
化
会
館

農
業
委
員

　

  

尾  

形  

陽
一
郎

農業者年金に加入しましょう ! 農業者年金は農業者の方なら広く加入できる年金です。
詳しくは、農業委員会事務局へお問い合わせください。　☎（４２）１２３９
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【相談予約・お問合せ先】

平成30年度農業委員会 総会開催予定
1月 2月 3月

１０日
（木）

１２日
（火）

１１日
（月）

２９日
（火）

２６日
（火）

２７日
（水）

農業委員会事務局  ☎（ 4 2 ） 1 2 3 9
築 館 総 合 支 所  ☎（ 2 2 ） 1 1 1 4
若 柳 総 合 支 所  ☎（ 3 2 ） 2 1 2 4
栗 駒 総 合 支 所  ☎（ 4 5 ） 2 1 1 4
高 清 水 総 合 支 所  ☎（ 5 8 ） 2 1 1 3
一 迫 総 合 支 所  ☎（ 5 2 ） 2 1 1 4
瀬 峰 総 合 支 所  ☎（ 3 8 ） 2 1 1 4
鶯 沢 総 合 支 所  ☎（ 5 5 ） 2 1 1 4
金 成 総 合 支 所  ☎（ 4 2 ） 1 1 1 4
志 波 姫 総 合 支 所  ☎（ 2 5 ） 3 1 1 4
花 山 総 合 支 所  ☎（ 5 6 ） 2 1 1 4

事前予約のお願い！
（申請・届出・相談など）

　申請や届出・相談（農地の転用・権利
の移動、非農地証明など）のお客様で窓
口が込み合い、長時間お待ちいただくこ
とがあります。
　大変お手数ですが、農業委員会事務局
または各総合支所市民サービス課産業
建設係に事前予約のうえ、ご来庁いただ
きますようご協力をお願いいたします
　

農地法第３条
農地の

賃貸借・売買等

農地法第４条
自己所有地を
転用する場合

農地法第５条
権利を設定・移動
して転用する場合

農用地利用集積計画
認定農業者等への

賃貸借・売買等

非農地証明
使用されている土
地について農地で
ないことの証明

７月 21件（170,045㎡） １件　（241㎡） 11件　（7,965㎡） 13件（248,118㎡） ５件（10,858㎡）

８月 ８件　（10,713㎡） ３件（2,294㎡） 10件（13,730㎡） 13件（156,730㎡） ７件　（1,302㎡）

９月 10件　（55,793㎡） ３件　（731㎡） 24件（17,135㎡） 10件　（41,858㎡） ７件（18,557㎡）

10月 16件（134,537㎡） ２件　（427㎡） 11件　（3,752㎡） 12件　（70,121㎡） １件　　　（15㎡）

農業委員会総会審議状況

申
請
期
日
総
会
開
催
日

市内の女性農業者のみなさんが
新しい知識を学び、ネットワークを作るための女子会を開催します。

今回は、６次産業化により志波姫のご自宅で宅配弁当を手がける
相馬優子さんを講師にお迎えし、講話をいただきます。

○日　　　時　　平成３１年２月７日（木）　午前１０時から
○場　　　所　　市役所金成分庁舎３階　特別会議室
○内　　　容　　『私が宅配弁当を始めたきっかけ』（宅配キッチンゆう YOU 相馬優子さん）
○対象・定員　　栗原市内の女性の方　２０名程度
○参　加　費　　６００円（弁当代ほか）
○申 し 込 み　　平成３１年１月１８日 （金） まで、農業委員会事務局 ☎（42）1239 に電話で
　　　　　　　　お申し込み下さい。

みんなで、読もう ! 　全国農業新聞 発行日　毎週金曜日　購読料／１ヶ月700円（送料込）
お申し込みは・お問い合わせは、栗原市農業委員会事務局まで　☎（４２）１２３９
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　平成２９年１２月から平成３０年１１月までの１年間に賃貸借権を設定した賃借料の水準
（１０アールあたり）は、下記のとおりです。
　今後、農地を貸し借りする際の参考としてご利用ください。

  田（水　稲）
地  区  名 平　　　　均 最　　　　高 最　　　　低 デ ー タ 件 数

金　　納 物　納 金　　納 物　納 金　　納 物　納 金　　納 物　納

築 　 館 10,100 円 59kg 14,700 円 90kg 2,900 円 21kg 72 件 224 件

若 　 柳 14,300 円 58kg 22,000 円 120kg 4,200 円 16kg 875 件 140 件

栗 　 駒 10,900 円 49kg 14,200 円 116kg 3,100 円 14kg 453 件 544 件

高 清 水 6,900 円 76kg 12,000 円 120kg 4,300 円 30kg 10 件 165 件

一 　 迫 11,800 円 49kg 18,500 円 90kg 4,800 円 16kg 431 件 223 件

瀬 　 峰 10,900 円 53kg 17,700 円 104kg 2,700 円 13kg 477 件 126 件

鶯 　 沢 9,600 円 53kg 14,200 円 116kg 5,000 円 27kg 183 件 77 件

金 　 成 7,500 円 61kg 10,000 円 90kg 5,300 円 25kg 57 件 395 件

志 波 姫 11,900 円 54kg 20,000 円 83kg 8,000 円 30kg 393 件 61 件

花 　 山 6,000 円 53kg 9,800 円 110kg 4,400 円 26kg 7 件 14 件

栗 原 市 12,000 円 56kg ― ― ― ― 2,958 件 1,969 件

栗原市の農地の賃借料情報

※特別な事情などで賃貸借されたデータは除いています。	 	 	 	 	 	 	 	
※畑については、提供できる賃借料情報が少ないことから表記していません。		 	 	 	
※データ件数が少なく前年と大きく変動している地区があるので、実際の賃借料を決める場合は、周囲の収量や地域
　の実情、圃場の条件等（未整理地、湿田、山間地等）に合わせて、貸出人と 借受人で話し合い決めてください。

猶予を受けて
いる方

（３年に１回）

３年に１回届出が必要になります

贈与税の
納税猶予

築館税務署

不動産取得税の
徴収猶予

北部県税事務所

各総合支所
市民サービス課
産業建設係へ

農地の生前一括贈与により納税の猶予を受けている方へ農地の生前一括贈与により納税の猶予を受けている方へ

届出書が
送付

（１月末頃）

届出書の
提出

２月15日迄２月15日迄

農業者年金に加入しましょう ! 農業者年金は農業者の方なら広く加入できる年金です。
詳しくは、農業委員会事務局へお問い合わせください。　☎（４２）１２３９
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農
業
者
年
金
加
入
者
に

　
　
　

  

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

しっかり積立て
がっちりサポート
安心して豊かな老後を

しっかり積立て
がっちりサポート
安心して豊かな老後を

60歳未満国民年金第1号被保険者
（納付免除者を除く）

年間60日以上
農業に従事

60歳未満国民年金第1号被保険者
（納付免除者を除く）

年間60日以上
農業に従事

詳しくはお問い合わせください。　問栗原市農業委員会事務局　☎ （４２）１２３９

同じ積立でも・・・

貯金は使ったら終わり。
　　　　　農業者年金は一生涯！

同じ積立でも・・・

貯金は使ったら終わり。
　　　　　農業者年金は一生涯！

農業者年金は『積立方式・確定拠出型』で少子高齢化時代でも安心！

保険料（月額２万円～６万７千円）は自分で選べ、いつでも変更できます！

農業者年金は終身年金！
仮に８０歳までに亡くなられた場合は、８０歳までに受け取れるはずであった死亡一時
金が遺族に支払われます。

社会保険料控除など税制面での優遇があり、節税効果バッチリ！

農業経営が安定しない時期を支える、保険料の国庫補助制度があります！
※一定の要件を満たす農業者に限ります。

農地を所有していなくても、3つの要件を満たせばどなたでも加入できます。

　

慎
太
朗
さ
ん
は
、
山
梨
県
の
大
学
を
卒
業

後
一
般
企
業
に
就
職
し
、
平
成
13
年
に
Ｕ

タ
ー
ン
し
て
就
農
し
ま
し
た
。
家
族
経
営
で
、

水
稲
８
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
レ
ン
コ
ン
１
ヘ
ク

タ
ー
ル
を
耕
作
し
て
い
ま
す
。
慎
太
朗
さ
ん

は
レ
ン
コ
ン
栽
培
に
力
を
入
れ
、
消
費
者
の

方
々
か
ら
「
今
年
も
大
変
お
い
し
か
っ
た

よ
。」と
言
わ
れ
る
こ
と
が
い
ち
ば
ん
嬉
し
く
、

励
み
に
な
る
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

農
業
者
年
金
の
加
入
は
、
農
業
委
員
の
勧

め
と
、
保
険
料
が
全
額
社
会
保
険
料
控
除
に

な
る
こ
と
、
終
身
年
金
で
80
歳
ま
で
の
保
障

付
き
で
あ
る
こ
と
、
積
立
方
式
で
保
険
料
の

額
は
自
分
で
設
定
で
き
る
こ
と
を
知
り
加
入

し
ま
し
た
。

　

農
業
経
営
の
効
率
化
と
節
税
を
図
り
な
が

ら
、
老
後
の
生
活
に
備
え
た
い
と
話
し
て
い

ま
し
た
。	　
（
取
材　

鈴
木　

康
則
会
長
）

若
柳
米
ヶ
浦　

 

佐　

藤　

慎し
ん
た
ろ
う

太
朗

 　
　
　
　
　
　

さ
ん

みんなで、読もう ! 　全国農業新聞 発行日　毎週金曜日　購読料／１ヶ月700円（送料込）
お申し込みは・お問い合わせは、栗原市農業委員会事務局まで　☎（４２）１２３９



　グルテンフリーの焼き菓子を作っている一迫真坂地区の佐藤眞永さん
は、両親とともに米やトマト、ユリを栽培しています。東京都内のレス
トランやカフェでの勤務経験を活かし、栗原市の 6 次産業化推進事業の
後押しを受けて、平成29年10月に自宅の敷地内に『さとう洋菓子店』
を開店しました。
　自分がグルテンフリー※の生活をしていること、自家用野菜や果物の
利用、農閑期の充実ということから始めた洋菓子は、あやめの里（一迫
真坂）や栗原中央病院売店で、月・木・金曜日に販売しています。また、
それ以外に予約も受け付けています。
　※グルテンフリー…小麦などグルテンを含む食品をとらない食事法。
　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　（取材：千葉優子委員）

おいしい
  お菓子 み～つけた!! さとう洋菓子店

☎0228-52-４０９１
〒987-2308　栗原市一迫真坂字明神２２４番地

しんえい

農
業
し
た
い
ま
ち 

栗
原

農
業
し
た
い
ま
ち 

栗
原

　

巷ち
ま
たで

は
、
平
成
最
後
の
○
○
○

と
い
う
よ
う
な
言
葉
が
最
近
良
く

聞
か
れ
ま
す
。

　

平
成
最
後
の
正
月
を
迎
え
、
変

わ
り
ゆ
く
時
代
に
少
々
う
つ
ろ
い

を
感
じ
な
が
ら
、
こ
の
平
成
時
代

の
農
業
を
振
り
返
る
と
、
グ
ロ
ー

バ
ル
な
潮
流
に
翻
弄
さ
れ
た
経
営

環
境
で
あ
っ
た
と
考
え
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
厳
し
い
経
営
環
境

の
中
で
も
、
柔
軟
に
対
応
し
て
き

た
農
業
者
、
農
家
の
皆
さ
ん
に
、

私
も
一
人
の
農
業
者
と
し
て
今
後

も
頑
張
り
ま
し
ょ
う
と
エ
ー
ル
を

送
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
栗
原
市
農
業
委
員
会
は
、

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
豊
か
な
大
地

を
守
っ
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
大
場　

裕
之
委
員
）

編 

集 

後 

記

編 

集 

後 

記
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お
米
作
り
ま
だ
ま
だ
新
鮮

　

初
め
ま
し
て
、
加
藤
圭
と
申

し
ま
す
。
年
齢
は
27
歳
に
な
り

ま
し
た
。

　

私
は
現
在
、
有
限
会
社
く
り

こ
ま
高
原
フ
ァ
ー
ム
で
働
き
始

め
て
４
年
目
に
な
り
ま
す
。

　

経
営
は
水
稲
を
中
心
に
耕
作

面
積
は
約
82
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
主

食
用
52
ヘ
ク
タ
ー
ル
程
作
付
け

し
て
い
ま
す
。

　

フ
ァ
ー
ム
に
就
職
す
る
ま
で

は
、
地
元
で
あ
る
栗
駒
の
中
学

校
、
高
校
に
進
学
し
大
学
は
名

取
に
あ
る
尚
絅
学
院
大
学
の
現

代
社
会
学
科
に
進
学
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
住
宅
メ
ー
カ
ー
の
営

業
、
飲
食
店
で
の
仕
事
を
し
て

き
ま
し
た
。

　

フ
ァ
ー
ム
に
就
職
し
た
１
年

目
は
、
長
野
県
に
約
８
ヶ
月
農

家
研
修
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
こ
で
は
お
米
だ
け
で

は
な
く
、
酪
農
と
水
稲
の
複
合

経
営
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
多
種
多
様
な
加
工
品
の
生

産
と
販
売
、
自
社
の
カ
フ
ェ
や

シ
ョ
ッ
プ
を
持
つ
多
岐
に
わ
た

る
販
売
経
路
、
そ
し
て
何
よ
り

農
業
の
イ
ロ
ハ
を
学
べ
ま
し
た
。

　

就
農
４
年
目
に
な
り
ま
す
が
、

お
米
作
り
は
ま
だ
ま
だ
新
鮮
で

充
実
し
た
日
々
を
送
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
作
業
を
覚
え

る
だ
け
で
な
く
、
農
業
と
い
う

業
種
に
若
い
世
代
を
巻
き
込
ん

で
い
け
る
よ
う
な
動
き
も
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

栗
駒
稲
屋
敷　

加　

藤　
　

圭け
い 

さ
ん 

（
27
）
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